
学習コンテンツ

※本文に記載の内容は、2025年2月に実施した研修に基づいております。

学校版ケーススタディを通してタイムマネジメントを見直す

導入事例

タイムマネジメント

背景

導入

効果

流山市では、児童数の増加に伴い学校の新設を進めている。また、教員の長時間勤務
が課題となる中、流山市教育委員会は「働き方改革」を推進し、在校時間の適正管理
や業務効率化を推進している。そこで、学校単位でタイムマネジメントを主軸におい
たワークショップを実施させていただくことになった。

市内の小学校にて、学校現場で起こりうる10の案件を提示し「緊急度」「重要度」に
分けてマトリックスを作成していただいた。グループで意見を共有したのち「優先順
位設定」「問題分析力」「計画組織力」に関する情報を提供し、様々な視点や普段の
仕事の仕方について振り返っていただく機会を設けた。

受講者からは「仕事の優先順位のつけ方は、人によって判断基準が違い、様々である
ことがわかった」「自分自身ですぐに行える業務とそうでない業務との区別や、同僚
や期日が絡むものなどの判断をすぐに行い、効率の良い仕事を心掛けていきたいと考
える」という声をいただき、視野を広げる機会となった。

流山市教育委員会様

＜受講者アンケートから＞
・危機管理の観点から、学校組織としてどのようにその違いを共有したり対応したりしたらよいか、考えること
の重要性を感じた。

・自分自身ですぐに行える業務とそうでない業務との区別や、同僚や期日が絡むものなどの判断をすぐに行い、
効率の良い仕事を心掛けていきたい。

・案件の内容が身近でドキッとしました。今日の業務から、学んだことを活かして仕事に取り組みたいです。
・仕事を効率よく進める方法について知ることができ、業務改善につながる内容であった。
・楽しみながら、視野を広げることができた。

＜研修についてのご意見＞
・研修内容のようなケースの場合、日頃の職員間の関係の良さやつながりの
柔らかさも、教職員の働き方や学校としての組織力に大きく影響すると
感じた。

・80分くらいの研修時間が確保できればよりよかったと思う。
・夏休み等に取り組めるとよいと思いました。
・今回のような研修はないので、面白かったです。
・学校単位で実施することにより、タイムマネジメントや仕事に対する共通
認識を持つことができるのは有意義であると感じた。


